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戦
争
に
直
結
す
る
軍
拡

財
源
法
や
軍
事
産
業
支
援

法
が
、
６
月
21
日
に
閉
会

し
た
２
１
１
通
常
国
会
で

成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

同
時
進
行
で
憲
法
審
査
会

の
改
憲
の
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

憲
法
審
査
会
は
、
衆
議

院
50
人
、
参
議
院
45
人
と

し
て
各
議
院
の
会
派
別
の

人
数
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

衆
議
院
の
場
合
、
自
民
28
・

公
明
４
・
維
新
４
・
国
民

１
・
有
志
１
・
立
民
11
・

共
産
１
で
す
。
「
有
志
」

は
維
新
・
国
民
と
と
も
に

改
憲
で
同
調
し
て
い
ま
す
。

憲
法
審
査
会
を
改
憲
・
護

憲
で
分
け
る
と
、
改
憲
38
、

護
憲
12
。
改
憲
派
が
護
憲

の
３
倍
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。

一
方
、
今
年
５
月
の
世

論
調
査
で
は
、
岸
田
文
雄

首
相
在
任
中
の
改
憲
賛
成

は
35
％
、
反
対
は
47
％
で

し
た
。
改
憲
派
は
、
国
民

に
定
着
し
て
い
る
「
憲
法

９
条
」
と
と
も
に
あ
る

「
平
和
」
の
世
論
を
「
改

憲
」
に
傾
か
せ
よ
う
と
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
や
台
湾
海
峡
の
危

機
を
煽
り
、
９
条
改
憲
の

世
論
作
り
を
こ
と
あ
る
ご

と
に
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

そ
の
突
破
口
と
な
る
の

が
緊
急
事
態
条
項
で
す
。

６
月
の
憲
法
審
査
会
で
は
、

緊
急
事
態
に
お
け
る
「
議

員
任
期
の
延
長
」
が
議
題

と
な
り
、
各
党
が
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

自
民
・
公
明
・
維
新
・
国

民
な
ど
が
、
大
災
害
時
な

ど
の
緊
急
時
に
「
国
会
機

能
維
持
の
た
め
に
議
員
任

期
の
延
長
が
必
要
」
と
要

請
。
そ
れ
を
受
け
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

議
員
任
期
の
延
長
が
行

わ
れ
た
の
は
日
中
戦
争
下

の
１
９
４
１
年
で
し
た
。

衆
議
院
の
任
期
を
１
年
延

長
し
、
そ
の
間
に
東
南
ア

ジ
ア
へ
の
戦
線
拡
大
と
真

珠
湾
攻
撃
に
踏
切
り
ま
し

た
。
選
挙
を
行
わ
な
い
事

で
『
国
民
の
意
志
は
全
く

反
映
さ
れ
ず
、
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
』
時

代
で
し
た
。

現
在
の
憲
法
で
は
、
憲

法
54
条
で
『
衆
院
議
員
が

不
存
在
の
場
合
、
臨
時
の

暫
定
的
措
置
と
し
て
参
議

院
の
緊
急
集
会
で
対
応
し
、

そ
の
後
に
国
民
か
ら
選
ば

れ
た
衆
議
院
が
そ
の
当
否

を
判
断
す
る
』
仕
組
み
を

定
め
て
い
ま
す
。
い
か
な

る
と
き
も
権
力
の
乱
用
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
民
主

的
な
仕
組
み
で
す
。
同
時

に
災
害
対
応
の
法
律
も
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
自
民
党
が
提
案

し
て
い
る
緊
急
事
態
条
項

で
は
、
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
場
合
は
、
『
予
算
を

含
む
全
て
の
権
限
を
内
閣

総
理
大
臣
に
集
中
す
る
』

と
し
て
い
ま
す
。
全
て
の

権
限
を
内
閣
総
理
大
臣
に

集
中
し
て
国
会
の
機
能
を

奪
い
な
が
ら
、
同
時
に

「
国
会
機
能
維
持
の
た
め

の
議
員
任
期
の
延
長
」
を

求
め
る
の
は
、
筋
が
通
り

ま
せ
ん
。
「
議
員
任
期
の

延
長
」
な
ら
、
受
け
入
れ

や
す
い
と
み
た
の
で
し
ょ

う
か
。

維
新
の
馬
場
代
表
は
、

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
自
民

党
に
対
し
て
、
「
岸
田
総

理
が
憲
法
改
正
実
現
本
部

で
、
来
年
の
９
月
の
任
期

ま
で
に
憲
法
改
正
を
や
る

と
言
っ
て
い
る
。
国
民
投

票
を
す
る
た
め
に
は
７
月

末
ま
で
に
発
議
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
憲

法
改
正
項
目
を
ま
と
め
る

よ
う
主
導
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
九
条
の
会
」
は
８
月

３
日
声
明
文
を
発
表
し
、

「
岸
田
政
権
の
軍
拡
に
反

対
し
、
憲
法
改
悪
を
阻
止

す
る
市
民
の
総
決
起
の
秋

を
創
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

次
の
総
選
挙
は
「
改
憲

し
て
日
本
が
戦
争
国
家
に

変
わ
る
」
こ
と
に
イ
エ
ス
・

ノ
ー
が
問
わ
れ
る
選
挙
で

す
。
日
本
国
憲
法
９
条
の

も
と
、
私
た
ち
は
「
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
」
こ
と

を
改
め
て
示
し
ま
し
ょ
う
。

憲
法
審
査
会
の
改
憲
派

は
多
数
で
も
国
民
世
論

と
は
乖
離

緊
急
事
態
条
項
に

衆
院
議
員
任
期
延
長
を

持
ち
込
む

「
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
」
過
去
の

過
ち
を
繰
り
返
す
の
か

自
民
党
改
憲
案
・
緊
急

事
態
条
項
の
矛
盾

維
新
は
改
憲
の
急
先
鋒
、

自
民
を
右
か
ら
煽
る

「
九
条
の
会
」
憲
法
改

悪
阻
止
の
総
決
起
を
呼

び
掛
け
る

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ



ここ数年、目に見えて異常気象が増えています。これらの原因はほぼ間違いなく、地球温暖化に

よるものと考えられています。そこで、今回から数回に渡って地球温暖化について考えていきたい

と思います。

地球温暖化の現状
現在の地球温暖化は、人為的要素が強いと判断され

ています。その原因となっているガスには様々なも

のがありますが、二酸化炭素はもっとも温暖化への

影響度が大きいガスと考えられています。

産業革

命以降、

化石燃料

の使用が

増え、そ

の結果、

大気中の

二酸化炭

素の濃度

も増加し

ています。

増え続ける温室効果ガス

地球温暖化のメカニズム

現在、地球の平均気温は14℃前後ですが、もし大気

中に水蒸気、二酸化炭素、メタンなどの温室効果ガ

スがなければ、マイナス19℃位になると言われてい

ます。太陽から地球に降り注ぐ光は、地球の大気を

素通りして地面を暖め、その地表から放射される熱

を温室効果ガスが吸収し大気を暖めているからです。

近年、産業活動が活発になり、二酸化炭素、メタ

ン、さらにはフロン類などの温室効果ガスが大量に

排出されて大気中の濃度が高まり熱の吸収が増えた

結果、気温が上昇し始めています。これが地球温暖

化の原因と考えられています。

IPCC第4次評価報告書によれば、温室効果ガス別

の地球温暖化への寄与は、二酸化炭素76.7％、メタ

ン14.3％、一酸化二窒素7.9％、オゾン層

破壊物質でもあるフロン類(CFCs、HCFC

s)1.1％、となっています。つまり、石油

や石炭など化石燃料の燃焼などによって排

出される二酸化炭素が最大の温暖化の原因

と言えます。

この二酸化炭素濃度は、産業革命前175

0年の280ppmから2013年には400pp

mを超え、実に40％以上も増加しており、

IPCCでは、大気中の二酸化炭素、メタン、

一酸化二窒素は、過去80万年間で前例のな

い水準まで増加していると報告しています。

二
酸
化
炭
素
排
出
量

世界のCO2排出量の推移 １９７５～２０１８年

４３年間で

約２.２倍

横
浜
港
の
真
ん
中
に

「
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
」

と
い
う
米
軍
基
地
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
米
軍

の
軍
用
資
材
の
備
蓄
・
保

管
場
所
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
年
１
月
の
日
米
外
務
・

防
衛
閣
僚
会
合
で
、
こ
の

基
地
に
「
揚
陸
艇
部
隊
」

と
い
う
約
２
８
０
人
か
ら

な
る
実
戦
的
な
米
軍
部
隊

の
配
備
が
突
然
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
戦
地
な
ど
に
人

員
や
物
資
を
輸
送
す
る
台

湾
有
事
な
ど
を
に
ら
ん
で

の
任
務
で
す
。
敵
国
か
ら

見
れ
ば
兵
站
基
地
、
横
浜

港
は
攻
撃
の
的
で
す
。

こ
れ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
、
「
ノ
ー
ス
ド
ッ

ク
へ
の
揚
陸
艇
部
隊
配
備

反
対
」
の
県
民
署
名
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
78
回
目
の
８

月
15
日
を
迎
え
ま
す
。

横
浜
大
空
襲
の
直
前
に
、

命
か
ら
が
ら
厚
木
に
疎
開

し
た
祖
母
が
「
戦
争
は
も

う
い
や
だ
」
と
何
度
も
言
っ

て
い
た
こ
と
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。

（
幸
）


